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前回の2000年改正版は，JEC-2100-1993を親規格とし，

IEC 60034-1に対応した規格として制定されたものであ

る。その後，一部に記載上の誤りがあったので，2003年3

月に正誤票-1Aを発行して訂正した。また，2004年4月に

IEC 60034-1がEdition 11.0として全面改正されたことを

受けJEC-2100が2008年3月に全面改正され，両規格と整合

を図るために，2009年5月にJEC-2130-2000 追補1：

2009-05を発行した。しかし，その追補は，JEC-2100-2008

のすべての内容を追補しておらず，また，2010年2月には

IEC 60034-1がEdition 12.0として改正されており，

JEC-2130の内容を関連JEC及びIEC規格と整合させること

が実務面から強く要望されていた。 

また，JEC-2130の改正は，ガスタービン駆動同期発電

機への要求事項の特殊性を考慮したJEC-2131-2006へ影

響を与え，さらに，JEC-2131-2006に関連する規格である

IEC 60034-3が2007年11月にEdition 6.0として改正され

ていることもあり，JEC-2131の改正も同時に要望されて

いた。 

以上の背景から今回の改正では，JEC-2100-2008，IEC 

60034-1などの関連する規格の内容と整合させることを

基本方針として，国内の実態に即した内容に改正し，か

つ，JEC-2131-2006を包含して改正した。 

2000年版からの主な改正点は，次のとおりである。 

(1) 全体 2012年に“規格票の様式”が改正され，こ

れに従って全面的に表現を改めた。2000年版は，第1編“一

般事項”，第2編“試験および検査”，第3編“励磁装置”

の3編で構成されていたが、新しい“規格票の様式”に従

った構成とし，かつ，この規格の親規格である

JEC-2100-2008 の 構成 に合わ せた 。具 体的 には，

JEC-2100-2008の箇条配列にできるかぎり合わせ，2000

年版の第2編“試験および検査”は箇条14とし，2000年版

の第3編“励磁装置”は附属書Aとした。 

(2) 用語及び定義（箇条3） 実態に合わせて，用語及

び定義を見直し，説明のために同期機のフェーザ図を追

加した。 

(3) 使用及び定格（箇条4） 新たに定格条件を規定し

た。 

(4) 温度上昇（箇条9） 同期機の温度上昇を定めると

きの基準となる冷媒の温度を，2000年版，JEC-2131-2006

及びJEC-2100-2008では“基準冷媒温度”という用語で

40 ℃又は25 ℃と規定しているが，ガスタービン発電機

において定格出力を決めるための一次冷媒温度と混同す

る恐れがあるといった懸念から，この規格では“基準冷

媒温度”という用語を用いずに，その温度を規定した。 

(5) その他の性能及び試験（箇条11） ルーチン試験

の規定をJEC-2100に整合させて追加した。2000年版の解

説7の同期発電機の短時間過電流耐量について，この規格

では，最新のIEC 60034-3及びIEEE Std C50.13と整合を

とり，本体に規定した。 

(6) 試験及び検査（箇条14） 試験及び検査の方法を

箇条14に規定し，試験及び検査に関する要求事項は，他

の箇条に規定することを原則として整理した。ただし，

耐電圧試験については，2000年版の第1編 箇条9と第2編 

箇条4とに分かれて規定されている形を，ほぼそのまま踏

襲し，それぞれ絶縁耐力と耐電圧試験とに分けて規定し

た。また，界磁巻線の温度上昇に関する補正として，2000

年版の第2編 3.2.4 (2) (b)に規定されていた(3.13)式に

ついては，電気学会技術報告（Ⅱ部）第18号に同様の補

正式があるものの，補正式に用いられる一部のパラメー

タが不明確であること，及びこの補正式が用いられてい

ないという実態から，削除した。 

(7) 表示事項（箇条15） 2000年版で規定していた定

格銘板の記載事項“定格励磁電圧および定格界磁電流”

を，この規格では，IEC 60034-1との整合を図り“定格界

磁電圧及び定格界磁電流”とした。またJEC-2131-2006

で規定していた定格銘板の記載事項“基準冷媒温度”は，

この規格では，その用語を用いないことから定格銘板の

記載事項とせず，ガスタービン発電機で注文者より要求

のある場合に，定格出力を規定する冷媒温度を，最高冷

媒温度に併記することとした。 
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